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私
も
将
来
は
白
バ
イ
隊
！

　
指
江
保
育
園
で
開
催
さ
れ
た
交
通
教
室
に

鹿
児
島
県
警
交
通
機
動
隊
が
訪
れ
、
園
児
た

ち
は
か
っ
こ
い
い
白
バ
イ
と
パ
ト
カ
ー
に
大

興
奮
し
て
い
ま
し
た
。

、
◎
関
連
記
事
＝
Ｐ
17



「
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
」

手
づ
く
り
の
花
祭
り
閉
幕

★子どもスケッチ大会入賞者

★花フェスタ特別賞（景観賞）受賞者

★花フェスタ賞受賞者

①こどもスケッチ大会の作品
②最優秀賞を受賞した平薮真大く
ん
③ 切 り 花 で 作 ら れ た 賞 状 を 授 与

（写真は小屋恵美さん）

①

②

③

◆矢堂自治公民館　代表　宮路泰次さん
◆有限会社福山建設　代表　福山義弘さん
◆長島町立田尻小学校　代表　山之口信幸さん
◆杉本酒造合資会社　代表　杉本健勇さん
◆ NPO 法人 How to21club　代表　吉井秀之さん

◆小屋恵美さん
◆母良木はつらつクラブ　代表　福永栄子さん
◆石原京子さん
◆有限会社﨑口建設　代表　﨑口順一さん
◆有限会社小崎型枠　代表　小嵜秀徳さん
◆川床四公民館連絡協議会　代表　大堂正秋さん

【最優秀賞】　　　　　
◆山下　玲亜さん　　◆飯尾　和哉さん　　◆平薮　真大さん　
◆町田しずくさん　　◆岩下　真央さん　　◆吉田　彩夏さん
◆神田　喬圭さん　　◆中村　結花さん　　◆岩﨑　貴浩さん

【優秀賞】
◆濵上　奏真さん　　◆鈴木　飛琉さん　　◆岩切　一樹さん
◆平薮　聡汰さん　　◆川添　一花さん　　◆川添美々夏さん
◆神田　真歩さん　　◆島崎愛里沙さん　　◆中村　　和さん
◆山口凛々子さん　　◆濵上　遥花さん　　◆岩切　愛莉さん
◆早﨑　　萌さん　　◆山口　泰生さん　　◆川添　仁菜さん
◆濵上　晃太さん　　◆菊地　詩桜さん　　◆飯尾智妃呂さん
◆荒川　　夢さん　　◆川原　典子さん　　◆濵元　結華さん
◆児嶋　豪晃さん　　◆長嵜　慎介さん　　◆飯尾　諒平さん
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ま
し
た
。　

　

こ
ど
も
ス
ケ
ッ
チ
大
会
で
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
平
尾
小
学
校
１
年

生
の
岩
切
愛
莉
さ
ん
は
「
き
れ
い

な
花
を
描
き
入
賞
で
き
て
う
れ
し

い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。
花

フ
ェ
ス
タ
賞
を
受
賞
し
た
汐
見
の

小
屋
恵
美
さ
ん
は
「
花
が
大
好
き

で
す
。
町
民
の
か
た
や
、
長
島
に

来
ら
れ
た
か
た
が
た
が
少
し
で
も

花
を
見
て
癒
さ
れ
た
ら
う
れ
し
い

で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

３
月
20
日
か
ら
、
長
島
町
文
化

ホ
ー
ル
周
辺
と
太
陽
の
里
、
針
尾

公
園
で
開
催
さ
れ
て
い
た
『
夢
追

い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
』（
来
場
者

16
万
５
千
人
）
が
５
月
22
日
、
閉

幕
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
5
月
22
日
に
は
、
長

島
町
文
化
ホ
ー
ル
で
閉
会
式
が
行

わ
れ
、
期
間
中
開
催
さ
れ
た
こ
ど

も
ス
ケ
ッ
チ
大
会
の
表
彰
や
、
景

観
づ
く
り
に
協
力
し
た
団
体
・
個

人
に
花
フ
ェ
ス
タ
特
別
賞
、
町
内

沿
道
の
花
壇
な
ど
を
大
変
良
く
管

理
し
て
い
る
か
た
が
た
に
花
フ
ェ

ス
タ
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
児
島
薩
男
実
行
委
員

長
は
「
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
協

力
し
て
長
島
町
を
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
感
謝
し
た
い
。
フ
ェ
ス
タ

終
了
後
も
花
で
や
す
ら
ぎ
、
長
島

に
ま
た
行
き
た
い
と
思
え
る
よ
う

な
町
に
し
た
い
」
と
お
礼
の
あ
い

さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

川
添
健
長
島
町
長
は
「
自
慢
の

島
に
な
る
よ
う
、
町
の
活
性
化
の

た
め
、
花
を
中
心
と
し
た
日
本
一

誇
れ
る
町
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

き
た
い
」
と
今
後
の
抱
負
を
述
べ
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毎
年
６
月
は
「
食
育
月
間
」、
毎
月
19
日
は
「
食
育
の
日
」

英語の授業は楽しいな

Nagashima English School

　

諏訪　裕子さん

　

古田あかりさん

　

上平　美花さん

　

入口　奈矢さん

　

長
島
町
教
育
員
会
社
会
教
育
課

で
は
、
4
月
か
ら
小
学
校
5
、
６

年
生
の
教
育
課
程
に
英
語
教
育
が

導
入
さ
れ
た
た
め
、
５
月
16
日
か

ら
町
内
11
の
小
学
校
、
1
～
4
年

生
２
３
２
人
を
対
象
に
し
た
英
会

話
教
室
を
開
講
し
ま
し
た
。

 

こ
の
教
室
は
、
国
の
「
住
民
生

活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交
付
金
」
に
よ

る
基
金
を
活
用
し
、
平
成
23
年
度

か
ら
2
年
間
開
催
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
英
会
話
教
室
の
指

導
は
、
海
外
生
活
が
長
い
人
や
教

員
免
許
を
持
つ
住
民
が
教
師
役
と

な
り
、
英
会
話
の
楽
し
さ
に
ふ

れ
、
興
味
や
意
欲
を
高
め
て
い
こ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

5
月
23
日
、
長
島
町
開
発
総
合

セ
ン
タ
ー
に
集
ま
っ
た
鷹
巣
小
学

校
の
児
童
た
ち
は
、
先
生
の
自
己

紹
介
な
ど
の
英
語
に
興
味
深
く
耳

を
傾
け
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
交
え

た
質
問
に
は
、
手
を
上
げ
て
大
き

な
声
で
答
え
て
い
ま
し
た
。

先生が話す英語を真剣に聞く児童たち

町内全小学校で英会話教室
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毎
年
６
月
は
「
食
育
月
間
」、
毎
月
19
日
は
「
食
育
の
日
」

み
ん
な
で
食
育
を
進
め
よ
う
！

　

食
育
を
推
進
す
る
取
リ
組
み

は
、
各
方
面
で
年
々
本
格
化
し
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
、
町
内
成

人
を
対
象
に
し
た
意
識
調
査
で
は

「
食
育
に
関
心
が
な
い
」
と
す
る

人
が
、
３
人
に
１
人
み
ら
れ
ま
し

た
。

　

毎
年
６
月
は
「
食
育
月
間
」、

毎
月
19
日
は
「
食
育
の
日
」
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
日
ご
ろ
の
食
生
活

を
見
直
し
家
族
や
地
域
の
か
た
が

た
と
一
緒
に
「
食
」
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
林
課
（
86
）
１
１
１
１

　
［
内
線
２
１
４
４
］

★
か
ご
し
ま
活
き
生
き
食
の
日

　

毎
月
第
３
土
曜
日
は
「
か
ご
し

ま
活
き
生
き
食
の
日
」
で
す
。
新

た
な
調
理
に
挑
戦
し
た
り
、
家
族

や
友
人
と
食
卓
を
囲
ん
で
地
域
の

食
文
化
を
話
題
に
し
な
が
ら
食
事

を
楽
し
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
農
林
漁
業
の
作
業

や
加
工
品
づ
く
り
を
体
験
し
て
み

た
り
と
、
鹿
児
島
県
な
ら
で
は
の

食
文
化
を
生
か
し
た
食
育
・
地
産

地
消
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
日

の
こ
と
で
す
。

▼長島町食生活改善推進員（ヘルスメイト）協議会からのお知らせ

　わたしたちは、町内の豊かな食材を使って「バランスの良い」しかも美味しく簡単に作れるメニュー
を考え、普及活動をしています。『生活習慣病』『母子の健康』『高齢者の健康』『おやこ食育』などの
料理教室を希望されるかたは、下記事務局までお問い合わせください。

◎問い合わせ先
　長島町食生活改善推進員協議会事務局
　　　　　　　　（役場保健衛生課内）
　☎（86）1111［内線 1105］

地域の農林水産業や郷土
料理に親しみ，豊かな食

文化を伝えましょう

バランスのよい
食事を心がけ

ましょう

旬の食材を味わい
みんなで食事を楽

しみましょう

地域の農林水産業や郷土
料理に親しみ，豊かな食

文化を伝えましょう

バランスのよい
食事を心がけ

ましょう

旬の食材を味わい
みんなで食事を楽

しみましょう

 

▼
そ
も
そ
も
食
育
っ
て
何
な
の
？

　
「
食
育
」
と
は
、
一
人
一
人
が
、
生
き
る
力
を
身
に
付
け
る

こ
と
で
あ
り
、
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
や
食
べ
る
こ
と
を
通
し

て
礼
儀
や
環
境
問
題
ま
で
考
え
て
行
動
に
つ
な
げ
る
こ
と
で

す
。

　

地
域
や
家
庭
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
好
ま
し
い
食
事
行
動
を

大
人
か
ら
子
ど
も
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
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避
難
勧
告

避
難
指
示

避難までの流れ 避
難
行
動

①
避
難
所
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

②
避
難
路
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

③
避
難
ま
で
の
流
れ
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※
学
校
や
公
共
施
設
、
各
地
区
の
公
民
館
等
が
避
難
所
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
役
場
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

　

近
年
、
台
風
、
梅
雨
前
線
豪
雨
、

地
震
な
ど
に
よ
り
全
国
各
地
で
土

砂
災
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
候
変

動
の
影
響
に
よ
り
、
熱
帯
低
気
圧

の
強
度
が
増
大
す
る
と
と
も
に
、

大
雨
の
頻
度
も
増
加
す
る
可
能
性

が
高
く
、
土
砂
災
害
の
増
加
、
激

甚
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

土
砂
災
害
に
よ
る
被
害
が
毎
年

全
国
か
ら
報
告
さ
れ
ま
す
が
、
昨

年
10
月
に
発
生
し
た
「
奄
美
豪
雨

災
害
」
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ

で
す
。
平
成
21
年
度
の
記
録
で

は
、
全
国
で
１
０
５
８
件
の
土
砂

災
害
が
発
生
し
、
22
人
の
尊
い
命

が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
６
月
は
、
梅
雨
や
台
風
な

ど
に
よ
り
土
砂
災
害
が
発
生
す
る

危
険
性
が
高
く
な
る
こ
と
か
ら
、

土
砂
災
害
の
防
止
と
、
被
害
の
軽

減
を
目
的
に
『
土
砂
災
害
防
止
月

間
』
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
も
う
一
度
土
砂
災

害
の
防
止
や
被
害
を
防
ぐ
た
め
の

避
難
行
動
に
つ
い
て
、
家
族
や
職

場
、
自
主
防
災
組
織
な
ど
で
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

避難準備情報
避難行動に時間がかかる人は避難を始めましょう。その他の人は、避難準備を始めましょう。
避難勧告
避難を開始しましょう。
避難指示
避難していない人は、直ちに避難しましょう。その余裕がない場合は、生命を守る最低限の
行動をとりましょう。

非難勧告等についてご存知ですか

みんなで防ごう土砂災害
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避
難
所
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う

 

逃
げ
方
を
覚
え
ま
し
ょ
う

 

大
雨
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

１時間に 20 ㍉以上、または降り始
めてから 100 ㍉の降雨量になったら
注意しましょう。

土石流は速度が速いため、土砂の流
れる方向に対して直角に逃げましょ
う。

日ごろから家族全員で避難場所や避
難する順路を決めておきましょう。

災
害
の
前
兆
現
象
を
ご
存
知
で
す
か

こ
ん
な
現
象
を
発
見
し
た
ら
す
ぐ
に
連
絡
を

小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
落
ち

て
く
る

が
け
に
割
れ
目
が
見
え

る

が
け
か
ら
水
が
わ
き
出

て
い
る

山
鳴
り
が
す
る

雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の

に
、
川
の
水
位
が
下
が
る

川
の
流
れ
が
濁
り
、
流

木
が
混
ざ
り
は
じ
め
る

斜
面
か
ら
水
が
噴
き
出
す

沢
や
井
戸
の
水
が
濁
る

地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で

き
る

が
け
崩
れ

土
石
流

地
す
べ
り

連
絡
体
制

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
、

電
話
が
つ
な
が
り
に
く
い
状
態

に
な
っ
た
場
合
、
安
否
確
認
の

伝
言
を
録
音
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

連
絡
先
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

◎
前
兆
現
象
の
発
見
・
避
難
支

　

援
・
災
害
発
生
・
避
難
所
の

　

開
設
状
況

　

長
島
町
役
場
総
務
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

◎
け
が
人
が
出
た
・
人
命
救
助

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合

　

１
１
９
番
も
し
く
は

　

☎
（
86
）
０
１
１
９

伝
言
の
録
音
方
法

１
７
１
に
ダ
イ
ヤ
ル
す
る

　
ガ
イ
ダ
ン
ス

録
音
の
場
合
１
を
ダ
イ
ヤ
ル

　
ガ
イ
ダ
ン
ス

０
９
９
６
（
×
×
）
×
×
×
×

伝
言
の
再
生
方
法

１
７
１
に
ダ
イ
ヤ
ル
す
る

　
ガ
イ
ダ
ン
ス

再
生
の
場
合
２
を
ダ
イ
ヤ
ル

土砂災害防止月間
６月１日～ 30 日
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i n f o r m a t i o n

７
月
１
日
か
ら
米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
が
ス
タ
ー
ト

　

５
月
２
日
、
福
ノ
浦
の
川
添
肇

さ
ん
に
、
長
年
に
わ
た
る
地
方
自

治
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功

績
を
賛
え
、
旭
日
単
光
章
が
贈
ら

れ
、
川
添
町
長
か
ら
本
人
へ
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、
昭
和
38
年
５
月
か
ら

昭
和
58
年
４
月
ま
で
の
５
期
20
年

間
に
わ
た
り
、
東
町
議
会
議
員
と

し
て
在
職
し
、
こ
の
間
、
議
会
議

叙勲・旭日単光章を受章

川添健町長から本人へ伝達↑

行
政
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す

氏名　池田　尚
なおたか

正
住所　長島町指江 1232-1
電話　88-6765

行政相談委員

氏名　下平　隆康
住所　長島町鷹巣 2793-5
電話　86-1404

行政相談委員

　

平
成
23
年
４
月
１
日
付
け
で
、

池
田
尚な
お
た
か正

さ
ん
と
下
平
隆
康
さ
ん

が
、
行
政
相
談
委
員
（
総
務
大
臣

委
嘱
）
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
主
に
「
国

や
役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
苦
情
や

意
見
・
要
望
が
あ
る
が
、
ど
こ
に

相
談
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」

と
い
っ
た
相
談
を
受
け
て
、
中

立
・
公
正
な
立
場
か
ら
そ
の
処
理

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
道
路
、
登
記
、
税
金
、

年
金
、
郵
便
、
労
働
な
ど
の
問
題

で
お
困
り
の
か
た
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課
行
政
係

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　
［
内
線
１
２
１
２
］

長
、
議
会
副
議
長
、
建
設
委
員
会

委
員
長
、
経
済
委
員
会
委
員
長
な

ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
円
滑
な

議
会
運
営
に
努
力
す
る
と
と
も

に
、
常
に
高
邁
な
政
治
信
念
の
も

と
に
活
動
を
続
け
、
旧
東
町
の
産

業
の
振
興
、
文
化
、
福
祉
の
向
上

等
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
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調理・運搬業務委託を募集します
長島町立学校給食センター調理・運搬業務公募説明会

　平成 23 年度２学期以降の長島町立学校給食センター

の調理・運搬等業務委託者の公募説明会を開催します。

▼応募資格

　町内の個人および法人

▼業務委託の内容

　学校給食の調理および各学校への配送業務

▼公募説明会

　・日時　6 月 23 日（木）午後 3 時 30 分～

　・場所　指江庁舎 2 階大ホール

※説明会に出席されるかたは、6 月 22 日（水）まで

に長島町教育委員会教育総務課へご連絡ください。

◎問い合わせ先
　長島町教育委員会教育総務課
　☎（86）1111［内線 2221］

委託される長島町学校給食センター↓

　

平
成
22
年
10
月
か
ら
、
米
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
（
米
穀
等
の

取
引
等
に
係
る
情
報
の
記
録
及
び

産
地
情
報
の
伝
達
に
関
す
る
法

律
）
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
米
・
米
加
工
品
の
生
産
者
、

加
工
・
製
造
業
者
、
流
通
業
者
、

小
売
業
者
な
ど
外
食
店
で
の
取
り

引
き
な
ど
の
記
録
の
作
成
・
保
存

が
義
務
付
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
７
月
か
ら

７
月
１
日
か
ら
米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
が
ス
タ
ー
ト

お
米
の
産
地
伝
達
が
必
要
で
す

は
、
一
般
消
費
者
へ
の
産
地
情
報

伝
達
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

◆
対
象
品
目

　

米
穀
（
玄
米
・
精
米
な
ど
）、

米
粉
や
米
麹
な
ど
の
中
間
原
材

料
、
米
飯
類
、
も
ち
、
だ
ん
ご
、

米
菓
、
清
酒
、
単
式
蒸
留
焼
酎
、

輸
入
、
加
工
、
製
造
は
提
供
の
事

業
（
飲
食
業
な
ど
）
を
行
う
す
べ

て
の
事
業
者

（ 注 ） 産 地 伝 達 は、
平 成 23 年 ７ 月 １ 日
以降に生産者から譲
り渡された米穀が対
象となります

◆
対
象
事
業
者

　

生
産
者
を
含
め
、
対
象
品
目
と

な
る
米
・
米
加
工
品
の
販
売
、
輸

入
、
加
工
、
製
造
又
は
提
供
の
事

業
（
飲
食
業
な
ど
）
を
行
う
す
べ

て
の
事
業
者

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

九
州
農
政
局
鹿
児
島
農
政
事
務
所

　

消
費
流
通
課

　

☎
０
９
９
（
２
２
２
）
０
１
２
１
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i n f o r m a t i o n

　　　　　　　　　　　　　　　　　

回収日 場　　所 時　　間

６月 14 日（火）
平尾サメシマフーズ駐車場

  7:30 ～ 10:00
小浜海水浴場駐車場

６月 15 日（水）
田尻公民館

  7:30 ～ 10:00
ＪＡ長島馬鈴薯選果場

６月 16 日（木）

伊唐島側大橋手前駐車場
（計量は伊唐港）

7:30 ～ 10:00
ＪＡ東事業所馬鈴薯選果場

６月 17 日（金） 獅子島アイランドセンター 10：00 ～ 12：00

　

使
用
済
み
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム
な
ど
は
産
業
廃
棄
物

で
、「
使
っ
た
農
家
自
ら
の
責
任
で
正
し
く
処
理
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
農
業
用
廃
ポ
リ
や
肥
料
袋
、
農
薬
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
容
器
な
ど
を
回
収
し
ま
す
。
回
収
し
た
も
の
は
、
再
生
処
理

工
場
へ
依
頼
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
す
。

　

回
収
日
時
お
よ
び
場
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
＝
役
場
農
林
課

　

☎
０
９
９
６
（
86
）
１
１
１
１
［
内
線
２
１
４
３
］

農業用廃ポリ類を回収します

○ 梱 包 す る と き は、 長 さ １ ㍍、 重 さ 10 ㌔ 程 度 と し、 異 物 が 混 ざ ら な い
ようにしてください。
○廃プラスチック類を運搬する際は、運搬する車両の両側面に「産業廃
棄物運搬中」と表示することが義務付けられています。
○回収費用の口座引落を希望される人は、口座番号を確認してください。

　

長
島
町
で
は
、
年
間
１
０
０
人

前
後
の
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
町
に
生
ま
れ
る
赤
ち
ゃ
ん

た
ち
が
安
全
に
産
ま
れ
、
元
気
に

育
つ
よ
う
、
ま
た
、
マ
マ
や
パ
パ
、

そ
し
て
ご
家
族
が
出
産
・
育
児
を

迎
え
る
気
持
ち
や
態
勢
な
ど
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
町
で
は
６
月

と
12
月
に
妊
婦
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

初
め
て
の
妊
娠
の
か
た
も
、
２

回
目
以
降
の
妊
娠
の
か
た
も
、
今

し
か
な
い
こ
の
貴
重
な
妊
娠
中
の

生
活
を
い
っ
し
ょ
に
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？

　

こ
の
教
室
で
は
、
同
じ
時
期
に

出
産
を
迎
え
る
マ
マ
友
が
増
え
る

機
会
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

妊
婦
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
ご
家

族
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日　　時 場　　　所 時　　間

６月 17 日（金） 長島町保健福祉センター

（鷹巣）
13：00 ～ 16：30

（受付 13：00 ～ 13：30）６月 24 日（金）

★内容

　妊娠・出産から育児まで知識や方法など妊婦さんの質問や相談に

も応じながら行います。講師には助産師も迎えます（内容の詳細は、

町内在住の妊婦さんに個別通知いたします）。

★持ってくるもの

　母子手帳

★参加料

　無料

◎問い合わせ先
　役場保健衛生課保健係
　☎（86）1111［内線 1106］
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納付した？自動車税！
　自動車をお持ちの皆さん、 今年
度の自動車税は納めていただいた
で し ょ う か？ 自 動 車 税 は、 毎 年 4
月 1 日現在で、 車検証に記載され
ている自動車の所有者または使用
者に納めていただく税金です。 ま
だ納付がお済みでない人は早めに
納付しましょう。

ＴａｘＮｅｗｓ

◎問い合わせ先
　鹿児島地域振興局自動車税課
　☎ 092(261)5611　
　または、最寄りの各地域振興局・支庁県税課

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
便
利
に

　

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

南
国
交
通
株
式
会
社

　

☎
（
62
）
１
６
２
６　

				  

蔵之元港 温泉
センター

だ ん だ ん
市場

三笠中前 筒田前 屋地 古浜入口 出水駅
（出水 B/C）

7:11 7:18 7:36 7:43 7:49 7:55 7:58 8:16
10:00 10:07 10:25 10:32 10:38 10:44 10:47 11:05
14:00 14:07 14:25 14:32 14:38 14:44 14:47 15:05
18:00 18:07 18:25 18:32 18:38 18:44 18:47 19:05

長島（蔵之元港）　⇒　⇒　⇒　出水駅（出水Ｂ / Ｃ）　

出水駅（出水Ｂ / Ｃ）　⇒　⇒　⇒　長島（蔵之元港）

							     

出水駅
古浜入口 340

屋地 130 370
筒田前 170 250 440

三笠中前 180 290 360 560
だんだん市場 170 320 420 490 700

温泉センター前 420 530 640 730 800 960
蔵之元港 160 520 620 730 810 850 1000

　

６
月
１
日
か
ら
九
州
新
幹
線
出
水
駅
と
蔵
之
元
港
を

結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
、
停
留
所
を
増
設
し
て
便
利
に

な
り
ま
し
た
。
毎
日
運
行
し
、乗
り
降
り
も
自
由
で
す
。

運賃表

時刻表

出水駅
（出水 B/C）

古浜入口 屋地 筒田前 三笠中前 だ ん だ ん
市場

温泉
センター

蔵之元港

8:50 9:08 9:11 9:17 9:23 9:30 9:48 9:55
11:20 11:38 11:41 11:47 11:53 12:00 12:18 12:25
12:40 12:58 13:01 13:07 13:13 13:20 13:38 13:45
16:50 17:08 17:11 17:17 17:23 17:30 17:48 17:55
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５
月

◎問い合わせ先
　役場企画財政課
　☎（86）1111［内線 1561］

１
日　
　
　

      

平
成
23
年
度
水
俣
病
犠
牲
者
慰
霊
祭
（
水
俣
市
）

９
日　
　
　
　

  

全
体
朝
礼
・
課
長
会
（
指
江
庁
舎
）

　
　
　
　
　
　

  

獅
子
島
学
校
建
設
検
討
会
（
指
江
庁
舎
）

10
日 　

 　
　

    

全
体
朝
礼
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　

  

な
が
し
ま
造
形
美
術
展
実
行
委
員
会（
長
島
町
役
場
）

11
日　
　
　
　

  

柏
栗
浮
桟
橋
完
成
祝
賀
会
（
獅
子
島
）

　
　
　
　
　
　

  

春
の
地
域
安
全
運
動
出
発
式
（
鷹
巣
駐
在
所
）

　
　
　
　
　
　

  

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
総
会
（
鷹
巣
）

12
日     　
　

 　

県
離
島
振
興
協
議
会
総
会
（
鹿
児
島
市
）

                            

土
砂
防
災
防
止
の
集
い
（
鹿
児
島
市
）

                            

全
国
治
水
砂
防
協
会
県
支
部
懇
談
会（
鹿
児
島
市
）

13
日                   

町
村
会
、
県
へ
の
要
望
活
動
（
鹿
児
島
市
）

　

                        

県
信
用
保
証
協
会
監
査
・
幹
事
会
（
鹿
児
島
市
）

16
日　
　
　
　

  

長
島
町
議
会
第
３
回
臨
時
会
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　
　

  

観
光
活
性
化
会
議
（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

17
日　
　
　
　

  

長
島
町
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
総
会 

（
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
）

　
　
　
　
　
　

  

長
島
町
衛
生
自
治
団
体
連
合
会
総
会（
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル)

　
　
　
　
　
　

  

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
・
日
本
花
の
会
来
庁
（
長
島
町
役
場
）

18
日　
　
　
　

  

県
漁
港
漁
場
協
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　
　

  

県
公
民
館
連
絡
協
議
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

19
日　
　
　
　

  

県
漁
業
信
用
基
金
協
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

20
日　
　
　
　

  

町
長
予
算
査
定
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　
　

  

町
長
相
談
（
長
島
町
役
場
）

22
日　
　
　
　

  

夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
閉
会
式(

文
化
ホ
ー
ル)

24
日　
　
　
　

  

県
信
用
保
証
協
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　
　

  

県
農
業
農
村
整
備
情
報
セ
ン
タ
ー
総
会（
鹿
児
島
市
）

25
日　
　
　
　

  

県
水
道
協
会
理
事
会
・
通
常
総
会
（
鹿
児
島
市
）

26
日　
　
　
　

  

県
農
業
集
落
排
水
事
業
連
絡
協
議
会
総
会（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　
　

  

県
農
地
集
団
化
推
進
協
議
会
役
員
会（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　
　

  

県
漁
業
信
用
基
金
協
会
監
事
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　
　

  

出
水
地
区
医
療
問
題
会
議
（
阿
久
根
市
）

27
日　
　
　
　

  

県
公
民
館
連
絡
協
議
会
定
期
総
会
（
鹿
児
島
市
）

                            

県
道
長
島
宮
之
浦
港
線
現
地
説
明
会
（
平
尾
）

29
日　
　
　
　

  

救
難
所
開
所
式
（
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
）

30
日　
　
　
　

  

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
・
理
事
会（
野
田
支
所
）

　

                       

町
長
相
談
（
長
島
町
役
場
）

31
日　
　
　
　

  

北
薩
地
域
農
政
推
進
協
議
会
総
会（
北
薩
地
域
振
興
局
）

　
　
　
　
　
　

  

北
薩
地
域
農
林
水
産
部
公
共
事
業
連
絡
会
議
（
北
薩
地
域
振
興
局
）

　
　
　
　
　
　

  

鹿
児
島
県
漁
港
漁
場
協
会
総
会
・
懇
談
会（
鹿
児
島
市
）

　
　
　

　平成 23 年７月 24 日に現在の地上アナ
ログ放送は終了し、地上デジタル放送へ
完全移行します。
　地上デジタル放送を録画するために
は、チューナー内蔵ビデオデッキへの
買い替えや、ビデオデッキ用にデジタル
チューナーを準備する必要があります。

　図のように接続をすると、
現在お使いのビデオデッキで
地デジ放送を録画・視聴（外
部入力）ができます。
　チャンネルの切り替えは、
チューナーで行います。
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ぶ
た
ぶ
た
の
食
卓矢

崎　

存
美  

著

島
山
の
一
木
一
草
梅
雨
に
入
る　
　
　
　
　

淵
脇　
　

護

母
恋
へ
ば
こ
の
世
の
色
に
四よ
ひ
ら葩

咲
く　
　
　

山
嵜
加
代
子

く
ら
し
向
き
眺
め
て
行
き
し
初
燕　
　
　
　

迫
口　

君
代

茄
子
の
苗
四
つ
玉
弾
く
老
店
主　
　
　
　
　

筑
前　

初
市

薫
風
や
鶏と
さ
か冠

見
事
に
出
荷
待
つ　
　
　
　
　

大
堂　

早
苗

青
臭
き
豌え
ん
ど
う豆

青
く
甘
く
煮
る　
　
　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

夏
の
日
や
父
の
遺
影
も
色
あ
せ
て　
　
　
　

関　

佳
代
美

森
の
闇
ゆ
ら
り
と
揺
れ
て
螢
飛
ぶ　
　
　
　

中
橋　

藤
七

　見た目はかわいいぬいぐるみ
だけど、中身は心やさしい中年
男性の山崎ぶたぶた。そんなぶ
たぶたさんに癒されてみません
か。

日
本
の
城

中
井　

均  

監
修

　さまざまな角度から城を取り
あげ、初心者から中級者まで楽
しく城の知識を深められます。

梅
雨
に
入
り
し
長
雨
止
み
て
向
ふ
岡
針
原
な
だ
り
夕
日
が

及
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
子

木
漏
れ
日
の
揺
る
る
卯う
づ
き月
の
筍
ほ
り
鳥
の
囀

さ
え
ず
り
に
疲
れ
を

癒
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

高
山
に
育
ち
し
薊
あ
ざ
み
の
色
深
く
触
る
れ
ば
棘と

げ

は
指
に
優
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

映
子

春
の
雨
諸も
ろ

手
に
受
け
て
庭
に
立
ち
燕
来
ぬ
か
と
空
を
見
上

ぐ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

寄
り
し
子
ら
暫
し
遊
び
て
帰
る
声
夕
暮
れ
吾
も
カ
ー
テ
ン

を
引
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

頂
き
物
先
ず
仏
前
に
と
義
母
は
言
ひ
子
供
も
孫
も
慣な
ら

は
し

と
な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

ゆ
ら
ゆ
ら
と
寄
せ
波
に
わ
が
漂
ひ
て
島
の
幸
な
る
海う

に胆
を

獲
り
を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

わ
が
余
生
必
要
な
き
は
残
す
ま
じ
袋
幾
つ
も
詰
め
て
放
り

ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

亡は

は母
居
ま
さ
ば
百
三
歳
の
誕
生
日
粽

ち
ま
き

食
べ
つ
つ
来
し
方

思
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

子
等
と
来
し
薔
薇
園
の
中
巡
り
つ
つ
心
足た

ら
ひ
て
苗
を
買

ひ
を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

朝
夕
に
食
調と
と
のふ

る
娘
ゐい

て
恙つ

つ
が
な無

け
れ
ば
祈
る
如
生
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

母
逝
き
て
二
十
五
回
忌
な
れ
ば
弟
と
蓬
よ
も
ぎ

摘
み
来
て
草
餅
つ

く
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

［
俳
句
］

五
月
な
か
ば
開
放
の
季
ぞ
尾
崎
豊　
　
　
　

宗
方　

正
喜

［
短
歌
］

幸
せ
は
人
生
内
に
有
て
こ
そ
生
れ
勝
有
る
思
い
残
さ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

守
ら
れ
て
今
七
十
ま
で
も
生
き
孫
が
出
来
欲
が
出
ま
し
た

百
歳
ま
で
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子
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国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
（
税

務
）
試
験
受
験
者
募
集

　

人
事
院
九
州
事
務
局
と
熊
本
国

税
局
で
は
、
国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ

種
（
税
務
）
試
験
の
受
験
者
を
募

集
し
ま
す
。
こ
の
試
験
に
合
格
し

採
用
さ
れ
る
と
、
全
員
が
税
務
大

学
校
に
入
校
し
、
１
年
間
税
務
職

員
と
し
て
必
要
な
専
門
知
識
を
修

得
す
る
た
め
の
研
修
を
受
け
ま
す
。

そ
の
後
、
税
務
署
に
配
属
さ
れ
、

国
税
の
仕
事
に
従
事
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

○
受
験
資
格

　

平
成
２
年
４
月
２
日
～

　

平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ

　
（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

○
試
験
の
程
度

高
校
卒
業
程
度

○
受
付
期
間

　

６
月
21
日
（
火
）
～
28
日
（
火
）

　
（
通
信
日
付
印
有
効
）

○
第
１
次
試
験

　

９
月
４
日
（
日
）

○
申
込
用
紙

　

人
事
院
九
州
事
務
局
、
熊
本
国

税
局
、
出
水
税
務
署
な
ど
に
備
え

付
け
て
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

人
事
院
九
州
事
務
局

　

☎
０
９
２
（
４
３
１
）
７
７
３
３

　

熊
本
国
税
局
人
事
第
２
課
試
験

　

研
修
係

　

☎
０
９
６
（
３
５
４
）
６
１
７
１

　

出
水
税
務
署

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

国
家
公
務
員
中
途
採
用
者
選

考
試
験

　

人
事
院
お
よ
び
各
府
省
で
は
、

国
家
公
務
員
中
途
採
用
者
選
考
試

験
を
実
施
し
ま
す
。

○
受
験
資
格

　

昭
和
46
年
4
月
2
日
～

　

昭
和
57
年
4
月
1
日
生
ま
れ

○
受
付
期
間

　

6
月
21
日
（
火
）
～
28
日
（
火
）

○
１
次
選
考

　

９
月
４
日
（
日
）

○
受
験
案
内
等
の
請
求
方
法

　

返
信
用
封
筒
（
角
形
2
号
・
Ａ

４
判
、
１
４
０
円
分
の
切
手
貼

付
、あ
て
先
お
よ
び
「
中
途
採
用
」

明
記
）
を
同
封
し
た
封
筒
に
「
中

途
採
用
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

人
事
院
九
州
事
務
局

　

第
二
課
試
験
係

　

☎
０
９
２
（
４
３
１
）
７
７
３
３

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得

講
習
会

　

平
成
23
年
度
甲
種
防
火
管
理
者

資
格
取
得
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

○
日
時

　

７
月
26
日
（
火
）、
27
日
（
水
）

　

午
前
９
時
～

○
場
所

　

阿
久
根
市
民
会
館
第
１
会
議
室

○
定
員

　

30
人

○
申
込
受
付
期
間　

　

6
月
20
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　

７
月
７
日
（
木
）

　

※
郵
送
は
最
終
日
消
印
有
効

○
受
講
料

　

３
０
０
０
円

　
（
テ
キ
ス
ト
代
等
含
む
）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

阿
久

根
地
区
消
防
組
合

　

警
防
課
予
防
係

　

☎
（
72
）
０
１
１
９

　

東
分
遣
所

　

☎
（
86
）
０
１
１
９

　

長
島
分
遣
所

　

☎
（
88
）
５
３
３
３

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

  

今
年
の
夏
は
「
サ
マ
ー
ジ

ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」
に
加
え
、

「
１
０
０
０
万
サ
マ
ー
」
が
新
た

に
発
売
さ
れ
ま
す
。
こ
の
宝
く
じ

の
収
益
金
は
市
町
村
の
明
る
く
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま

す
。

○
販
売
期
間

　

7
月
11
日
（
月
）
～
29
日
（
金
）

○
抽
選
日

　

8
月
９
日
（
火
）

○
当
選
金

　

1
等
＝
2
億
円
×
33
本

　

1
等
前
後
賞

　
　

５
０
０
０
万
円
×
66
本

　

2
等
＝
1
億
円
×
99
本

　

3
等

　
　

１
０
０
万
円
×
３
３
０
０
本
ほ
か

保
護
命
令
手
続
き　

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
お
よ

び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律

（
Ｄ
Ｖ
防
止
法
）
が
施
行
さ
れ
て
か

ら
ま
も
な
く
満
10
年
の
節
目
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
配
偶
者
暴

力
に
関
す
る
保
護
命
令
制
度
を
利

用
し
、
平
成
22
年
12
月
ま
で
に
裁
判

所
に
申
し
立
て
ら
れ
た
保
護
命
令

事
件
の
件
数
は
約
２
万
３
１
０
０
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件
で
あ
り
、
発
令
さ
れ
た
事
件
は
約

１
万
８
３
０
０
件
で
す
。
保
護
命
令

手
続
は
、
申
立
て
が
容
易
で
発
令

ま
で
の
期
間
が
短
く
利
用
し
や
す

い
手
続
で
あ
り
、
違
反
に
は
刑
事

罰
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
保
護

命
令
手
続
全
般
に
つ
い
て
の
詳
細

は
、裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://

w
w

w
.courts.go.jp/

）
か
ら
も
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
裁
判
所

　

鹿
児
島
家
庭
裁
判
所

　

☎
０
９
９
（
２
２
２
）
７
１
２
１

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く

各
種
免
許
試
験

　

九
州
安
全
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、

平
成
23
年
度
労
働
安
全
衛
生
法
に

基
づ
く
各
種
免
許
試
験
を
実
施
し

ま
す
。

○
受
付
期
間

　

６
月
20
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　
　

7
月
4
日
（
月
）

　
（
※
１
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
・
２
級

　

ボ
イ
ラ
ー
技
士
・
ボ
イ
ラ
ー
整

備
士
は
7
月
12
日
（
火
）
ま
で
）

○
試
験
日

　

8
月
28
日
（
日
）

○
試
験
会
場

　

鹿
児
島
国
際
大
学

○
試
験
の
種
類

　

第
１
種
衛
生
管
理
者
、
第
２
種

衛
生
管
理
者
、
１
級
ボ
イ
ラ
ー
技

士
、
２
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
、
ボ
イ

ラ
ー
整
備
士
、
ク
レ
ー
ン･

デ
リ
ッ

ク
運
転
士
（
ク
レ
ー
ン
限
定
）、
移

動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士
、
潜
水
士
、

発
破
技
士
、
揚
貨
装
置
運
転
士

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

九
州
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
４
２
（
４
３
）
３
３
８
１

不
動
産
取
得
税
の
課
税
の
仕
組

み
　

土
地
や
家
屋
を
購
入
し
た
り
、
家
屋

を
新
築
す
る
な
ど
し
て
不
動
産
を
取
得

さ
れ
た
か
た
に
は
、
不
動
産
取
得
税
が

課
税
さ
れ
ま
す
。

　

取
得
し
た
不
動
産
が
一
定
の
要
件
を

満
た
す
場
合
、
県
へ
申
告
し
、
税
額
の

減
額
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
一
定
の
要
件

　

・
住
宅
の
規
模

　

・
土
地
と
住
宅
の
取
得
時
期

　

・
災
害
な
ど
で
滅
失
ま
た
は
損
壊
し

　

た
場
合
な
ど
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
地
域
振
興
局
県
税
課　
　

　

☎
０
９
９
６
（
25
）
５
２
０
６

共
生
・
協
働
セ
ン
タ
ー
協
働

事
業

　

地
域
活
動
で
の
い
ろ
い
ろ
な
情
報

を
皆
さ
ん
と
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

○
日
時

　

毎
月
第
2
土
曜
日

　

午
前
10
時
～
正
午

　

毎
月
第
４
金
曜
日

　

午
後
２
時
～
午
後
4
時

○
場
所

　

共
生
・
協
働
セ
ン
タ
ー

　
（
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
）

○
参
加
料

　

無
料
（
※
申
し
込
み
も
不
要
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
共
生
・
協
働
セ
ン
タ
ー

　
（
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
０
９
９
（
２
２
１
）
６
６
０
５

犯罪や非行を防止し、
立ち直りを支える地域のチカラ

毎年７月は

社会を明るくする運動強化月間
　

毎
年
７
月
を
『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』
強
化

月
間
と
定
め
、
全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
犯
罪
や
非
行

を
予
防
し
更
生
を
支
援
す
る
活
動
で
す
。
だ
れ
も
が

安
心
し
て
し
っ
か
り
と
自
分
の
人
生
を
生
き
ら
れ
る

社
会
を
築
く
に
は
、
犯
罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
に

陥
っ
た
少
年
の
立
ち
直
り
を
支
え
、
過
ち
を
繰
り
返

さ
な
い
よ
う
に
援
助
し
あ
え
る
地
域
づ
く
り
が
大
切

で
す
。
皆
さ
ん
が
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る
、
そ
れ

が
大
き
な
力
に
変
わ
り
ま
す
。
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ロの歌唱力に感動プ 『永井龍雲ライブ 2011』

の恵みに感謝
潟集落総出でフクロフノリの収穫

生きしてね。いつまでも ･･･長 川床中学校桃源郷訪問

　５月 14 日、合併５周年記念事業夢追い長島花
フェスタのイベントの一環として『永井龍雲ライ
ブ 2011』が長島町文化ホールで開催されました。
　 来場した約 700 人の観客は、プロ歌手の生の
歌唱力と軽妙な語りに、会場は感動と歓声に包ま
れ、公演を満喫していました。

　潟自治公民館（山下猛館長）では、公民館
運営費の一部にしようと、毎年恒例のフクロ
フノリ採りが、４月２日と 17 日に実施され
ました。これは、春の季節が到来し、海の恵
みがもたらす産物をいただこうと、４月の大
潮の日を見計らって計画されています。この
日は、60 人余りの集落民が参加し、潟海岸
の大きな岩にはり付いたフクロフノリを摘み
取り、同集落の潟漁港野積場で天日による乾
燥まで行いました。なお、例年ならば 1 回
しか実施しないところ、今年は東日本大震災
の復興義援金にあてようと、２回目の収益
金の一部３万２千円（潟集落総戸数 32 戸×
1000 円）を募金しました。山下館長は「み
んなの盛り上がりと協力があり実現できた。
感謝したい」と話しました。

　川床中学校（三宅昭弘校長）では５月 11 日、
特別養護老人ホーム桃源郷を訪問し、高齢者との
交流会を開催しました。
　この日は、２年生 27 人が同施設を訪れ、アル
トリコーダーの演奏やボール渡しの競争などをし
て交流を深め、入所者らは大喜びでした。同校で
は例年この訪問を行い、高齢者とのふれあいで、
感謝の気持ちやいたわりを養うことと、施設や介
護の実態を見学・体験し、福祉関係の職業に関心
を持ってもらおうと企画されています。

潟海岸の岩にはり付いたフクロフノリ↑

文化ホールでライブを開いた永井龍雲↓

生徒たちによるアルトリコーダーの演奏↑

海
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く見てね！右、左、右良 保育園で交通教室ＩＮ指江

　指江保育園（正覚智成園長）では５月
18 日、『保育園児とおじいちゃん、おば
あちゃんの交通教室ＩＮ指江』を開きま
した。この日は、指江集落の老人会も参
加し、園児たちと横断歩道の渡りかたな
ど阿久根警察署の署員から学びました。
老人会会員らは、園児から夜光反射たす
きをプレゼントされると大喜び。また飲
酒運転は絶対しないようメッセージも贈
られました。この後、鹿児島県交通機動
隊の白バイ６台とパトカー１台が駆け付
け、回転灯やサイレンを鳴らし園庭に登
場すると「かっこいい」と大はしゃぎ。
白バイ隊員らから、試乗体験や写真撮影
など心に残るプレゼントをもらい、帰り
には姿が見えなくなるまで隊員に手を振
っていました。

興に役立てて
長島花フェスタでフリーマーケット

場いっぱい、大きな歌声会 沖吉けい子「うたの花束コンサート」

復
　４月 17 日、５月３日、14 日の３日間、「夢追
い長島花フェスタ」メイン会場内で、東日本大震
災の義援金フリーマーケットが行われました。
　このフリーマーケットを考えたのは、岩下清美
さん、宇都あつ子さん、岩塚有加里さんの３人。
代表の岩下さんは「無理なくできるフリーマー
ケットを企画し、賛同していただいたかたに感謝
します。義援金としては少額ですが、少しでもお
役に立てば幸いです」と話していました。

　5 月 8 日、町文化ホールで町内の保育園などの
園児と一般の来場者約 500 人が、童謡歌手沖吉
けい子さんの歌で楽しいひとときを過ごしまし
た。これは長島花フェスタにあわせて開催され、
花のうたや子どもたちになじみのある曲がたくさ
ん披露されました。子どもたちが知っている曲で
は沖吉さんと一緒に大きな声で歌うなど、会場
いっぱいに元気な声が響き渡っていました。また、
ピアノアレンジ演奏家の柴藤さんによる美しい音
色のピアノ伴奏があり、来場者らは素敵なうたの
プレゼントに大いに満足していました。

たくさんの賛同者が出品↓

きれいな歌声で来場者を魅了↑

↑横断歩道を渡
る練習

←駆け付けてくれ
た鹿児島県交通機
動隊の隊員
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顔と元気をいつまでも笑 獅子島デイサービスミニ運動会

に一度のお楽しみ
第４回関西ながしま会交流会

　５月 15 日、獅子島小学校体育館で第２回獅子島
デイサービスミニ運動会が開催されました。この
日は、獅子島の４集落からデイサービス利用者 128
人が集まり、９つの競技で汗を流しました。競技は、
毎週利用する月曜日（１班）、水曜日（２班）、金曜
日（３班）と来賓の４班に分けての対抗戦で行われ、
今年は３班が優勝しました。特に隣の人に短いスト
ローで輪ゴムを移す競技「はっとしてチュッ」では、
真剣な表情で相手の口ぎりぎりに近づくため、会場
は笑いに包まれていました。

　長島町の出身者でつくる第４
回関西ながしま会交流会が４月
24 日、大阪市太閣園ガーデン
ホールで開催されました。この
日は、川添健町長をはじめ総勢
160 人の長島町出身者が集ま
り、まず東日本大震災の被災者
に黙とうを捧げました。
　交流会では、長井弘関西なが
しま会会長のあいさつの後、川
添健町長から長島町の近況報告
があり参加者は熱心に話を聞い
ていました。懇親会がはじまり
長島町の特産品『島美人』の焼
酎が出されると、懐かしい長島

会場の外で参加者全員で記念撮影↓

短いストローで輪ゴムを移す「はっとしてチュッ」↑

年

各自治公民館へ酵素が手渡されました↓

れいな花を咲かせてき 町内の各公民館に酵素のプレゼント

　天ぷら油を回収し、車用燃料としてリサイクル
を行っている、ＮＰＯ法人Ｈｏｗｔｏ 21 Ｃｌｕ
ｂ（吉井秀之代表）から５月 17 日、各自治公民
館に酵素の贈呈がありました。これは、今回長島
町内から出ているてんぷら油のお礼として、植物
が活性化する酵素で地域の花壇の花をよりきれい
に咲かせてほしいと贈られました。

の味に舌鼓をうちながら、年１回の集まりとあって長島の思い出話に花が咲いていました。このほか、カラ
オケや三味線の披露、獅子島出身の歌手、水元幸さんの歌。最後には大抽選会や特産品の販売もあり大盛況
でした。またこの日は、東日本大震災のチャリティーオークションや義援金箱の設置もあり、皆さんの善意
もいただくことができました。
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Ｂ＆Ｇ財団の取り組みを川添健町長へ説明↑

島町のために応援します長 Ｂ＆Ｇ財団が本町を視察

　青少年の健全育成を目的に全国で活動されている
Ｂ＆Ｇ財団の広渡専務理事が５月 17 日来町し、こ
れまでの事業内容と東日本大震災への支援活動を説
明しました。
　川添健町長から「これまで同財団から海洋センタ
ーとして体育館の整備や指導者養成など協力してい
ただき感謝しています」とあいさつ。広渡専務理事
は「今後は、これまでの取り組みをより充実させ、
新たに『水の事故ゼロ運動の推進』に取り組んでい
きます」と話しました。この後、平成 22 年度に助
成金を受けて整備した、蔵之元漁港内にある艇庫ト
イレ棟の視察も行いました。

域はみんなで見守ろう
春の交通安全週間『青パト出発式』

ランティアで仲間づくりボ 町スポーツ少年団交流交換大会

地
　春の交通安全週間にあわせて、町民の安心・安
全を守る３Ａパトロール隊（石橋親信隊長）の出
発式が５月 19 日、川床中学校駐車場で行われま
した。出発式では、平藪武志副隊長からパトロー
ルのルートや注意などの説明があり、その後一斉
に出発し町内を一周しました。同隊は当初、山門
野・川床地区を中心に活動してきましたが、発足
５周年を迎え、今回から町内全域をパトロール範
囲とし、現在９人の隊員で活動をしています。隊
員の中納武徳さんは「子どもたちを交通事故など
から守り、地域の安全のため今後とも続けて行き
たい」と話してくれました。

　５月 21 日、長島町内のスポーツ少年団 12 団
体のうち６団体 119 人が一同に集まり、交流交
歓会が開催されました。
　この取り組みは、５月 22 日まで開催されてい
た「夢追い長島花フェスタ」において、サブ会場
内（太陽の里公園）の草取りやごみ拾いを行うこ
とでボランティア精神を育て、団員や指導者、そ
して保護者との交流を図ろうと企画されました。
最後には、各団の紹介やこの日の感想など発表す
る時間がとられ、楽しい交流交換会となりました。

青い回転灯を回し出発する『３Ａ青パトロール隊』↓

一人一人手作業でのボランティア↑
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　雨 が 多 く、 湿 度 が 高 く な る と 花 が 痛 み や す く な り ま

す。花柄をまめにつんで、カビがつかないようにしたり、

込み合った枝を切って風を通しやすくしたりするなどの

工夫が必要です。

　なお、雨が多い時期に適しているのが、花木のさし芽

です。インパチェンス・ポーチュラカなどの水茎のもの

が簡単です。その他いろいろな花に挑戦してみると、意

外とたくさんの花を増やすことができます。

6 月の園芸ポイント
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↑差し苗をした松葉ボタン

20Nagashima town Public Relations



▽
梅
雨
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

自
分
ご
と
で
す
が
地
域
の
消
防
団

に
入
団
し
、
５
月
中
旬
か
ら
７
月

３
日
に
開
催
さ
れ
る
町
操
法
大
会

の
選
手
の
一
員
と
し
て
練
習
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

毎
日
夕
方
か
ら
の
練
習
と
な
る

た
め
、
職
場
や
家
庭
の
理
解
と
協

力
を
も
ら
い
本
当
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
自
分
の
持
っ
て
い
る
力
を

精
一
杯
発
揮
し
、
協
力
し
て
も

ら
っ
た
み
ん
な
に
恩
返
し
が
で
き

る
よ
う
努
力
す
る
つ
も
り
で
す
。

　

昨
年
度
は
赤
潮
の
影
響
で
中
止

と
な
り
、
各
分
団
の
選
手
は
残
念

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
今
年
は

赤
潮
が
発
生
し
な
い
よ
う
祈
り
な

が
ら
、
地
域
の
安
全
と
安
心
を
使

命
に
、
雨
に
も
負
け
ず
お
互
い
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。（
小
屋
昭
彦
）

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
等
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

21 広 報 な が し ま



　大潮の５月 18 日、恒例行事となっ
たヒジキ採りが指江集落であり、約
120 人が参加しました。近年磯焼けな
どによりヒジキの成長が心配されてい
ましたが、池田尚正指江自治公民館長
は「今年はヒジキの伸びがいいほうで
す」と喜んでいました。

初夏の風物詩！
住民総出のヒジキ採り



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局）

１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

  ６/２６ １ ２

１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３

２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０

  ６/２７   ６/２８   ６/２９   ６/３０

２０１１7

３１

◎肺・大腸がん検診
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（山門野・川床・浦底）

○長島クリニック88-6405
○林泌尿器科クリニック 64-8800
○しみずこども医院 68-0633
○わかすぎ皮フ科クリニック 64-1313
○こじま歯科医院 63-4618
□マリン薬局米ノ津店 67-5002
□いずみ調剤薬局 68-5822
□すくすく薬局 72-5010
□しおかぜ薬局 88-6011

◎肺・大腸がん検診
◎三種混合
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■資源ごみ　　（獅子島）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

○平尾診療所 88-2595
○友愛クリニック 64-2101
○いまむらクリニック 73-1700
○さくら通りクリニック 62-2311
○福原歯科医院 63-2501
□めぐみ薬局 82-5551
□さくらんぼ薬局 68-7000
□市民調剤薬局 68-0150

◎肺・大腸がん検診
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

◎メタボらない教室
（獅子島アイランドセンター）
■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○飯尾医院 88-5040
○福元医院 67-3200
○門松医院 64-6100
○吉井中央病院 62-3111
○橋口歯科医院 63-2330
□ハート薬局 79-3877
□フタヤ薬局 67-5253
□中央薬局 73-2907

○鷹巣診療所 86-0054
○しもぞのクリニック 63-8300
○山田クリニック 72-0420
○出水病院 62-0419
○橋口歯科医院 73-0508
□ D・ML 五万石薬局 63-8800
□のぞみ薬局 73-2121
□長島調剤薬局 64-5555

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■資源ごみ　　（獅子島）

◎ 3.6 歳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

○長島クリニック88-6405
○福永内科循環器科 62-8200
○北国医院 72-0016
○出水眼科 62-8350
○金子歯科医院 63-2150
□かりん薬局 64-1400
□クレモ薬局 63-5401
□上野薬局 72-1016

◎ＭＲ
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎メタボらない教室
（獅子島アイランドセンター）
■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■びん・有害　（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

●７月 18 日は海の日です。
　「海の恩恵に感謝するとともに、海洋国日本の繁栄を願う」ことを趣旨としています。

祝日には、国旗を掲げましょう！

○平尾診療所 88-2595
○境田医院 67-2600
○林胃腸科外科 73-3639
○キッズクリニック 63-7707
○中島歯科医院 82-0020
□エンジェル薬局 65-7637
□さくら薬局 63-7700
□阿久根薬局 72-1017


